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10
月
29
日
㈫
、
二
つ
の
台
風
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

天
気
も
回
復
し
、
教
育
後
援
会
・
卒

業
生
保
護
者
の
会
の
会
員
と
学
院
関

係
者
94
名
が
参
加
し
て
、
バ
ス
３
台

で
滋
賀
県
の
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

三
井
寺
な
ど
を
見
学
し
、
夕
方
、
京

都
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
ホ
テ
ル
で
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
番
の
見
所
で
あ
る
「
ミ

ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
信
楽
郊
外

の
自
然
豊
か
な
山
中
に
あ
る
美
術
館

で
、設
計
は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の「
ガ

ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
」
で
有
名
な
イ

オ
・
ミ
ン
・
ペ
イ
氏
に
よ
り
「
桃
源

郷
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
駐
車
場
か
ら
神
秘
的
な
吊
り

橋
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
本
館
が

現
れ
、
そ
こ
は
幾
何
学
模
様
の
ガ
ラ

ス
屋
根
と
ラ
イ
ム
ス
ト
ー
ン
の
白
い

壁
面
で
、
自
然
と
調
和
し
た
美
し
い

建
物
で
し
た
。
展
示
作
品
は
、
エ
ジ

プ
ト
か
ら
中
国
に
か
け
て
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
に
沿
っ
た
古
代
美
術
品

２
０
０
０
点
以
上
が
常
設
さ
れ
、
こ

の
日
は
秋
季
特
別
展
の
漆
器「
根
来
」

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
永
年
使

い
込
ま
れ
た
美
し
い
漆
器
の
数
々

に
、
茶
道
や
禅
の
精
神
に
通
ず
る
根

来
の
魅
力
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
で
会

席
料
理
を
い
た
だ
き
、
次
の
目
的
地

で
あ
る
三
井
寺
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
バ
ス
を
降
り
る
と
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
べ
ん
べ
ん
」
が
出
迎
え
て
く
れ
、

理
事
長
、
学
長
も
笑
顔
で
一
緒
に
写

真
撮
影
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
１
年
に
一
度
だ
け
「
唐
院
大

師
堂
」
の
特
別
拝
観
が
行
わ
れ
て
お

り
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
小
さ
な
堂
内
で
、
お
坊

様
か
ら
智
証
大
師
様
や
弁
慶
の
引
き

摺
り
鐘
な
ど
の
興
味
深
い
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、

大
師
生
誕
１
２
０
０
年
で
３
つ
の
厨

子
が
開
帳
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
坊

様
で
も
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
機

会
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
足
を
運
ば

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

三
井
寺
を
後
に
し
て
京
都
へ
戻

り
、
西
本
願
寺
・
西
利
で
買
物
や
自

由
散
策
を
し
た
あ
と
、
京
都
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
美
味
し
い
コ
ー
ス
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
懇
親
会
の
実
施
に
あ

た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
６
月
１
日
に
大
学
学
生
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

教
育
後
援
会
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重

責
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
、
会
員
で
あ
る

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
心
を
一
つ
に

し
て
、
追
手
門
学
院
大
学
の
一
層

の
充
実
と
発
展
を
願
っ
て
、
精
一

杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
後
援
会
は
、「
学
生
が
大
学

で
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」、「
大
学
の
教

育
・
研
究
活
動
の
充
実
に
寄
与
す

る
こ
と
」
及
び
「
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
事
業
が
学

生
た
ち
の
成
長
を
育
み
、
輝
か
し

い
未
来
に
向
け
た
実
り
あ
る
大
学

で
の
生
活
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に

追
手
門
学
院
大
学
は
、
創
立
50
周

年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
教
育
・
研

究
活
動
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整

備
に
向
け
て
す
で
に
始
動
し
て
お

り
ま
す
。
本
会
も
大
学
と
の
連
携

を
よ
り
深
め
、
大
学
の
一
層
の
発

展
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 会

長　

渡 

辺　

睦 

翁

新
教
育
後
援
会
長
挨
拶

見
学
懇
親
会
印
象
記

事
業
委
員
長

堤　

み
ゆ
き

秋色の近江路への旅
2013 年度　見学懇親会印象記

～信楽郊外の桃源郷「ミホミュージアム」
　紅葉の名所「三井寺」
　この日限定・唐院大師堂の特別拝観～

2013 年 10 月 29 日（火）
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２
０
１
３
年
６
月
１
日
㈯
、
午
前

10
時
30
分
よ
り
学
生
会
館
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
２
０
１
３
年
度
教
育
後

援
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
委
任

状
出
席
を
含
め
て
１
２
０
６
名
の
会

員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
喜
多
教
育
後
援
会
長
及

び
坂
井
学
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
２
０
１
２
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
、
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
、
新
年
度
役
員
案
及
び

規
約
の
一
部
改
正
案
の
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
２
０
１
２
年
度
事
業
報
告　
　
　

一
、
大
学
へ
の
助
成

⑴�

本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る

援
助

　

・�

教
育
後
援
会
事
務
担
当
者

の
定
時
職
員
に
か
か
る
経

費
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

二
、
学
生
へ
の
助
成

⑴
学
生
活
動
へ
の
一
部
補
助

⑵
学
生
奨
学
金
の
全
額
援
助

　
�

・
経
済
的
困
窮
者
給
付
奨
学
金

　

・
修
学
援
助
給
付
奨
学
金

⑶�
短
期
貸
付
金
制
度
へ
の
全
額

援
助

⑷�

国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
一

部
補
助

⑸�

就
職
模
擬
試
験
の
受
験
料
の

一
部
補
助

⑹
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催

⑺�

「
新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
配
布

⑻�

入
学
記
念
品
、
卒
業
記
念
品

の
贈
呈

⑼
学
生
支
援
基
金
の
設
置

三
、�

家
庭
と
大
学
と
の
連
絡
を
図
る

事
業

⑴�

教
育
後
援
会
報
の
発
行
（
年

２
回
）

⑵�

保
護
者
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ガ
イ
ド
の
発
行

⑶
見
学
・
懇
親
会
の
開
催

　

�

秋
の
京
都
「
大
原
三
千
院
」、

「
東
寺
」
の
日
帰
り
旅
行

⑷�

教
育
懇
談
会
（
大
学
、
岡
山
）

及
び
修
学
相
談
会
の
開
催
に

対
す
る
全
額
補
助

⑸�

総
会
、
新
会
員
歓
迎
会
、
各

種
委
員
会
の
開
催

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

⑺�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演

会
の
開
催
（
２
回
）

⑻�

特
別
公
開
講
座
「
お
う
て
も

ん
塾
」
の
開
催

⑼�

保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
の

開
催

⑽�

新
入
生
保
護
者
歓
迎
お
茶
席

「
桜
の
縁
」
の
開
催

四
、
記
念
事
業
活
動

・�

大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
へ

の
協
力
準
備
金
の
積
立

　
２
０
１
２
年
度
収
支
決
算
報
告　

　
及
び
会
計
監
査
報
告　
　
　
　
　

・�

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
２
０
１
３
年
度
役
員
案　
　
　
　

・�

２
０
１
３
年
度
新
役
員
案
が
原

案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。
役
員
を
代

表
し
て
渡
辺
新
会
長
が
就
任
挨

拶
を
さ
れ
、
そ
の
あ
と
新
会
長

に
よ
り
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
度
事
業
計
画
案　
　

　
及
び
収
支
予
算
案　
　
　
　
　
　

・�

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
教
育
後
援
会
規
約
一
部
改
正
案　

・�

２
０
１
３
年
度
１
月
１
日
付
の

学
院
事
務
組
織
の
再
編
に
伴
う

学
院
関
係
者
の
職
位
名
称
等
の

変
更
に
よ
る
改
正
（
規
約
第
７

章
第
12
条
）
で
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
後
援
会

総
会
開
催

　

２
０
１
３
年
度
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2013年度
教育後援会　役員・委員（単位：円）

科　　目 12年度予算額 13年度算額 差　　異

収 
入 
の 
部

会 費 59,980,000 59,220,000 760,000
会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 889,950 310,050
受 取 利 息 配 当 金 20,000 11,196 8,804
雑 収 入 65,000 63,000 2,000
当 年 度 収 入 合 計 61,265,000 60,184,146 1,080,854
前 年 度 繰 越 金 51,792,449 51,792,449 0
収 入 の 部 合 計 113,057,449 111,976,595 1,080,854

支
出
の 
部

会 議 費 500,000 435,406 64,594
会 員 研 修 費 3,000,000 2,897,190 102,810
教 育 懇 談 会 援 助 費 2,000,000 318,705 1,681,295
学 生 奨 学 金 助 成 費 11,500,000 9,625,000 1,875,000
学 生 関 係 援 助 費 5,000,000 3,768,614 1,231,386
記 念 事 業 協 力 費 2,500,000 2,500,000 0
会 報 作 成 費 900,000 854,263 45,737
キ ャ ン パ ス ガ イ ド 作 成 費 1,250,000 970,200 279,800
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 12,022,428 977,572
記 念 品 費 8,500,000 8,099,200 400,800
慶 弔 費 600,000 672,600 △72,600
通 信 費 2,800,000 2,141,187 658,813
事 務 費 1,300,000 928,393 371,607
広 報 費 700,000 526,680 173,320
雑 費 250,000 86,053 163,947
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
学 生 支 援 基 金 10,000,000 10,000,000 0
予 備 費 3,050,000 0 3,050,000
当 年 度 支 出 合 計 70,350,000 59,345,919 11,004,081
次 年 度 繰 越 金 42,707,449 52,630,676 △9,923,227
支 出 の 部 合 計 113,057,449 111,976,595 1,080,854

2012年度教育後援会収支計算書
<2012.4.1 ～ 2013.3.31>

2013年度教育後援会収支予算書
<2013.4.1 ～ 2014.3.31>

(単位：円)

科　　目 13年度予算額 12年度予算額 差　　異

収 
入 
の 
部

会 費 60,580,000 59,980,000 600,000
会 員 研 修 参 加 費 1,200,000 1,200,000 0
受 取 利 息 配 当 金 12,000 20,000 △8,000
雑 収 入 45,000 65,000 △20,000
当 年 度 収 入 合 計 61,837,000 61,265,000 572,000
前 年 度 繰 越 金 52,630,676 51,792,449 838,227
収 入 の 部 合 計 114,467,676 113,057,449 1,410,227

支
出
の 
部

会 議 費 500,000 500,000 0
会 員 研 修 費 3,000,000 3,000,000 0
教 育 懇 談 会 援 助 費 1,000,000 2,000,000 △1,000,000
学 生 奨 学 助 成 費 11,000,000 11,500,000 △500,000
学 生 関 係 援 助 費 4,830,000 5,000,000 △170,000
記 念 事 業 協 力 費 2,500,000 2,500,000 0
会 報 作 成 費 900,000 900,000 0
キ ャ ン パ ス ガ イ ド 作 成 費 1,000,000 1,250,000 △250,000
卒 業 謝 恩 会 費 13,000,000 13,000,000 0
記 念 品 費 8,900,000 8,500,000 400,000
慶 弔 費 680,000 600,000 80,000
通 信 費 2,200,000 2,800,000 △600,000
事  務 費 1,000,000 1,300,000 △300,000
広 報 費 530,000 700,000 △170,000
雑 費 250,000 250,000 0
事 務 処 理 援 助 費 3,500,000 3,500,000 0
学 生 支 援 基 金 10,000,000 10,000,000 0
予 備 費 3,050,000 3,050,000 0
当 年 度 支 出 合 計 67,840,000 70,350,000 △2,510,000
次 年 度 繰 越 金 46,627,676 42,707,449 3,920,227
支 出 の 部 合 計 114,467,676 113,057,449 1,410,227

役員・委員長（実行委員）

職名 氏名 学年 学科

会 長 渡 辺　 睦 翁 3 経済

副 会 長

片 岡 能 婦 子 4 マーケティング

岸 本　 明 子 4 英語

北 澤 三 惠 子 3 マーケティング

会 計
花 立　 真 理 4 アジア

兼 光 百 合 子 3 社会

会計監査

大 原　 慶 子 4 アジア

小 野 寺 英 子 ３ 経営

野 々 村 圭 子 3 社会

学部委員長
岩 下　 直 美 3 ヒューマン

安 田 友 紀 子 2 社会

事業委員長

笹 川　 巧 子 4 経済

織 田　 弘 美 3 心理

堤　 み ゆ き 2 英語

学部委員

職名 氏名 学年 学科

学部委員

田 中　 直 美 4 アジア

川 本　 桃 子 4 英語

矢 倉　 明 美 3 経済

桑 田 千 恵 子 3 マーケティング

長 谷 川 真 紀 3 アジア

古 川　 昌 道 3 アジア

釋　 み ゆ き 2 心理

圓 山　 律 子 2 アジア

小 寺　 千 聡 1 ヒューマン

一 瀬　 隆 子 1 経営

岸 本 起 久 子 1 経営

平 塚 亜 矢 子 1 心理

坪 田　 玲 子 1 社会

椿　 ま ゆ み 1 英語

事業委員

職名 氏名 学年 学科

事業委員

藤 木 み ゆ き 4 ヒューマン

田 中　 千 鶴 4 経営

渡 邉　 康 二 4 アジア

中 野　 久 子 3 ヒューマン

大 角 久 美 子 3 心理

中 牧　 弥 紀 3 英語

東 畑　 千 尋 2 ヒューマン

福 井　 尚 子 2 経営

吉 村　 正 明 2 マーケティング

桒 田 加 代 子 2 心理

南　 耕 一 郎 1 経済

竹 内　 弘 子 1 ヒューマン

清 田　 由 美 1 経営

鶴 田　 順 子 1 経営

岩 村　 公 江 1 アジア

上記のとおり報告いたします。　2013年 5月11日

追手門学院大学教育後援会　　会　長　　喜多　　康紀
	 会　計　　戸田　　睦美
	 会　計　　花立　　真理

2012年度教育後援会の会計について監査の結果、すべて適
正、かつ正確であることを認めます。2013年 5月11日

追手門学院大学教育後援会　会計監査　　岡本　洋　子
	 会計監査　　辻本　孝　恵
	 会計監査　　大原　慶　子
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２
０
１
３
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式

　
　
　
　
　

並
び
に
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
３
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式

　
　
　
　
　

並
び
に
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
３
年
度
春
学
期
末
学
位
授
与
式

　
　
　
　
　

並
び
に
卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
２
０
１
３
年
６
月
１
日
㈯

本
学
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

就
職
内
定
に
結
び
つ
く
大
学
生

活
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
「
就
職

講
演
会
」
を
始
め
、
今
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
たEnglish Café at 

O
tem
on

で
の
「
海
外
留
学
相
談
」、

９
月
27
日
㈮
、
２
０
１
３
年
度
春

学
期
末
学
位
授
与
式
が
大
学
１
号
館

３
階
会
議
室
５
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
半
開
式
、国
歌
斉
唱
後
、

坂
井
学
長
か
ら
８
学
科
の
代
表
者
に

学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
学
長
式
辞
、
来
賓
紹
介
、
さ
ら
に

渡
辺
教
育
後
援
会
会
長
、
林
田
校
友

会
会
長
、
大
野
卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
か
ら
の
卒
業
記
念
品
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
慣
れ
親
し
ん

だ
学
院
歌
を
斉
唱
し
、
滞
り
な
く
式

は
終
了
し
ま
し
た
。

式
後
、
食
堂
棟
３
階
に
て
卒
業
謝

恩
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
教
育
後
援
会
給

付
奨
学
金
交
付
式
を
春
学
期
・
４

月
20
日
㈯
と
秋
学
期
・
９
月
27
日

㈮
に
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
教
育
後
援
会
の
資

金
を
も
っ
て
創
設
し
、
修
学
の
熱
意

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
へ
の
援

助
を
行
い
、
学
業
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
選
考
に
よ
っ
て
春

学
期
、
秋
学
期
合
わ
せ
て
19
名
の
学

生
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま
し
た
。

教
育
後
援
会
給
付

奨
学
金
交
付
式
挙
行

川
原
理
事
長
、
坂
井
学
長
の
挨
拶
に

続
き
、
渡
辺
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

会
食
に
入
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
１
時

間
余
と
い
う
短
い
ひ
と
と
き
で
し
た

が
、
恩
師
と
卒
業
生
た
ち
と
の
間
に

は
楽
し
い
語
ら
い
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

保
護
者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
主
催
の
特
別
公
開
講

座
社
会
人
教
室
「
お
う
て
も
ん
塾
」

第
１
期
・
第
２
期
、
各
全
６
講
を
次

の
と
お
り
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
に

お
い
て
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
期　

�

国
際
教
養
学
部
の
歴
史
入
門

講
座
～
ア
ジ
ア
の
歴
史
編
～

ア
ジ
ア
は
歴
史
の
宝
庫
で
、
古
く

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
行
き
交

い
、
豊
か
な
生
活
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
ア
ジ
ア
の
広
大
な
時
空

の
な
か
に
身
を
お
い
て
、
歴
史
の
話

を
し
た
ら
と
ま
ら
な
い
ア
ジ
ア
学
科

の
ス
タ
ッ
フ
の
授
業
に
、
歴
史
の
醍

醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

受
講
者
か
ら
、「
レ
ジ
ュ
メ
を
見

る
と
難
し
い
と
思
っ
た
が
、
講
演
は

素
人
に
わ
か
り
や
す
く
、
ア
ジ
ア
の

歴
史
に
大
変
興
味
を
も
ち
ま
し

た
。」、「
と
て
も
楽
し
く
興
味
深
か
っ

た
内
容
で
し
た
。」
と
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
２
期　

�

心
理
学
部「
心
を
科
学
す
る
」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
心
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
を
積
み
重
ね
、
人

２
０
１
３
年
度

特
別
公
開
講
座
「
お
う
て
も
ん
塾
」
を
開
講
い
た
し
ま
し
た

学
生
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」
や
「
食
堂
無
料
体
験
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
約
５
０
０
名
、
保
護

者
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
新
入
生
保
護
者
対
象
の
新

入
生
演
習
ゼ
ミ
懇
談
会
で
は
、
担
当

教
員
と
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

保
護
者
の
方
々
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

の
ふ
る
ま
い
、
体
験
を
手
が
か
り
と

し
な
が
ら
、
心
理
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
、
最
近
の
興
味
深
い
テ
ー

マ
や
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
、
人

の
心
と
は
何
か
、
心
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
迫
り
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
、「
ど
ん
ど
ん
興
味

を
掘
り
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
、
内
側

か
ら
興
味
・
意
欲
が
湧
き
出
る
よ
う

な
熱
い
講
義
で
し
た
。」、「
人
の
心

に
つ
い
て
多
面
的
に
興
味
深
く
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。」
と
大
変
好
評
で
、
定

員
を
超
え
る
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第47回

将軍山祭将軍山祭将軍山祭 11
3

11
5

テーマ

第47回将軍山祭は、11月３日から11月５日かけて開
催されました。雨が降った時間帯もありましたが、おお
むね天候にも恵まれ、大きな問題もなく無事終了するこ
とができました。第47回将軍山祭の運営にあたり、御
支援、御協力くださいました関係者の皆様に、委員会を
代表いたしまして厚く御礼申し上げます。
今年は「NEXT ～笑顔計画」というテーマを掲げ活動
してまいりました。このテーマには、追手門の学園祭
に毎年ご来場していただいているお客様に「あれ、な
んかいつもと違うな」「なんか新しくなって新鮮やな」
と思っていただき、そして学内の下だけでなくすべてを
歩き回ってキョロキョロして楽しんでいただこうという
スタッフ全員の革新の気持ちをストレートに伝え、さら
にお客様はもちろんですが、我々スタッフ、教職員の全
員が笑顔になれるような将軍山祭にしたいという願いが
込められています。
具体的には、今年は模擬店をさくら径だけでなく学
校全体に広げ、将軍山祭の名物である大型イベントの、
お笑いライブ、ゲストコンサート、キャラクターショー
に加えてトークショーやおばけ屋敷といった新イベン
トを企画し、それらはみな将軍山祭の盛況の大きな要
因となりました。
この３日間、僕が学祭を見ていく中で老若男女たく
さんの人の笑顔を見ることができました。
そのまぶしい笑顔は１年間取り組んできて本当に良
かったと強く感じれる最高の成果でした。
来年以降も今年以上の将軍山祭を目指し委員会一同
活動してまいりますので、御支援、御協力の程よろし
くお願い致します。

第47回将軍山祭実行委員長談
経済学部　経済学科　４年　今西　隼平

将
軍
山
祭
期
間
中
の
11
月
４
日

（
月
・
振
替
休
日
）
に
追
手
門
学
院

大
学
主
催
の
第
23
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
・
デ
ー
が
食
堂
棟
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
２
０
１
６
年
に
迎
え

る
大
学
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
交

歓
会
で
あ
る
こ
と
、
大
学
校
友
会
の

総
会
や
分
野
別
同
窓
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
さ
ら
に
将
軍
山
会
館
で
は

初
代
学
長
の
展
示
物
を
集
め
た
「
天

野
利
武
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
の
良
き
条
件
が
備
わ
り
、

５
０
０
名
を
越
え
る
卒
業
生
と
家
族

た
ち
が
母
校
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
民
謡
研
究

部
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
花
に
、
恩

師
や
級
友
と
の
旧
交
を
温
め
あ
う
光

景
が
各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

に
つ
い
て
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金
融
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
・
言
葉
遣

い
な
ど
就
職
活
動
だ
け
で
な
く
社
会
人
に

と
っ
て
大
切
な
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
業
務
は
想
像
以
上
に
自
分
に
合
わ

ず
、
視
野
が
狭
い
自
分
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
就
職
活
動
で
は
視
野
を
広
げ

て
、
業
界
を
絞
ら
ず
様
々
な
企
業
の
説
明

会
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
は
か
な
り
軸
が

ぶ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
受
け
て
い
る
う
ち

に
少
し
ず
つ
自
分
の
働
き
た
い
業
界
が
見

私
が
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
掲
げ

た
目
標
は
次
の
２
点
で
す
。
そ
れ
ら
を
意

識
し
て
臨
み
ま
し
た
。

①
よ
り
、
多
く
の
企
業
を
知
る

② 

実
際
の
仕
事
現
場
の
空
気
を
経
験
す
る

実
習
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
＂
企

業
訪
問
＂
と
＂
Ｄ
Ｍ
の
準
備
＂
で
す
。
実

際
に
、
企
業
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
知
ら
な
い
会
社
を
数
社
見
学
で
き

ま
し
た
。
企
業
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
就

職
活
動
に
活
か
せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
Ｄ

Ｍ
の
準
備
は
、
一
番
地
味
で
、
誰
で
も
出

来
そ
う
な
仕
事
に
思
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
無
事
に
納
得
す
る
内
定
先
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
し
て

い
る
と
、
周
り
と
比
べ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
と
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
比
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
努
力
の
量
で
す
。
誰
よ
り
も
努
力

を
し
て
い
れ
ば
、

自
分
に
自
信
が
つ

き
ま
す
。
努
力
を

忘
れ
ず
、
自
信
を

持
っ
て
就
職
活
動

に
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。

実
際
に
コ
ツ
等
を
教
え
て
も
ら
う
と
、「
な

る
ほ
ど
」
と
思
う
点
が
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
封
か
ら
出
し
た
際
、
す
ぐ
相
手
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
形
で
封
入
す
る
等
の

細
か
な
配
慮
で
す
。

私
は
し
わ
が
な
く
、
整
っ
て
い
れ
ば
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ｄ

Ｍ
を
送
る
目
的
ま
で
考
え
、
よ
り
効
果
的

な
封
入
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
事
に

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
仕
事
を

す
る
上
で
は
、
些
細
な
と
こ
ろ
ま
で
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

同
時
に
、
自
分
の
未

熟
さ
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
。
貴
重
な

機
会
を
頂
け
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

心
理
学
部
心
理
学
科

４
年
生 

鈴
木　

美
希
さ
ん

実　

習　

先
：
信
用
金
庫

就
職
決
定
先
：
介
護
医
療
事
業
会
社

経
済
学
部
・
経
済
学
科

３
年
生 

大
石　

圭
祐
さ
ん

実　

習　

先
：
茨
木
商
工
会
議
所

インターンシップ体験記2013 年度

追
手
門
学
院
大
学
で
は
、

２
０
０
０
年
度
か
ら
経
営
学
部
に
お

い
て
正
規
授
業
科
目
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入
し
、

２
０
０
１
年
度
か
ら
は
全
５
学
部
の

３
年
生
対
象
正
課
科
目
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

導
入
以
来
、
10
年
以
上
の
実
績
を

有
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
数
多
く

の
事
業
所
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
２
０
１
３
年
度
は
１
０
８
事

業
所
で
２
０
１
名
の
３
年
生
が
実
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
学
生
が
大
学
在
学
中
に
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
真
剣
に
考
え
、
働

く
上
で
重
要
な
意
欲
・
態
度
、
汎
用

的
な
実
務
能
力
を
習
得
し
、
自
ら
将

来
を
創
造
す
る
行
動
力
を
伸
ば
す
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
は
在
籍
人

数
に
対
す
る
単
位
認
定
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
経
験
者
比
率
が
約
14
％
と
高

い
水
準
（
参
考
：
２
０
１
１
年
度
文

部
科
学
省
調
査
２
・
２
％
︻
５
４
４

大
学
平
均
︼）
に
あ
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
体
験
か
ら
の
学
び
を
就
職

活
動
だ
け
で
な
く
、
学
業
を
中
心
と

す
る
大
学
生
活
全
般
に
応
用
・
展
開

で
き
る
よ
う
、
学
生
支
援
に
努
め
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

基
盤
教
育
機
構
准
教
授　

土 

肥　

眞 

琴

お
り
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や

短
時
間
の
面
接
等
に
頼
ら
な
い
人
物

重
視
の
採
用
選
考
方
法
の
多
様
化
、

現
２
年
生
か
ら
の
就
職
活
動
開
始
時

期
の
後
ろ
倒
し
化
等
に
備
え
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
２
年
生
も
履

修
可
能
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
充
実
と
参
加
学

生
数
の
拡
大
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な

が
ら
、
よ
り
一
層
の
発
展
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
ご

支
援
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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社
会
の
急
速
な
国
際
化
に
伴
い
、

世
界
を
意
識
し
な
が
ら
主
体
的
に
行

動
で
き
る
人
材
へ
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
本
学
で
は

２
０
１
３
年
度
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
と
高
い
専

門
性
を
兼
ね
備
え
た
学
生
の
育
成
を

目
指
し
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
全
学

部
の
新
入
生
が
応
募
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
生
に
選
ば
れ
る
と
、
所
属

学
部
・
学
科
で
専
門
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
こ
と
で
、
国
際

的
感
覚
と
国
際
語
で
あ
る
英
語
を
自

由
に
使
い
こ
な
せ
る
語
学
力
を
身
に

つ
け
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
英
語
圏

の
協
定
校
へ
の
１
年
間
留
学
を
軸
と

し
て
、
海
外
留
学
を
成
功
に
導
く
た

め
の
事
前
研
修
、
帰
国
後
の
学
び
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
事
後
研
修
な

ど
、
四
年
間
に
わ
た
る
体
系
的
な

コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
単
位
認
定

制
度
に
よ
り
、
留
学
期
間
を
含
め
て

４
年
間
で
卒
業
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
現
在
、
多
く
の
応
募
者
か
ら
選

抜
さ
れ
た
44
名
の
１
年
生
が
第
１
期

生
と
し
て
事
前
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。

上
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始

め
、
国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
に
積
極
的
に
挑

戦
す
る
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

学
部
を
横
断
し
た
国
際
教
育
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

の
国
際
交
流
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
に
つ
い
て

国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
長　

箱 

﨑　

雄 

子

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆　保　健　室　 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

健康診断 健康相談

健康診断を
受けましょう

保健室は健康診断、応急処置、健康相談、健康教育などを主な業務として、
学生の皆さんが豊かな大学生活を送れるよう健康面からサポートしています。
身体の調子が優れないときはもちろん、健康や体のことについての相談や健康
に関する知識や技術等の質問など、健康な人でも利用することができます。病
気や検査に関する専門書やパンフレットおよびビデオ、栄養や料理などの健康
に関する資料もそろえてありますので気軽に利用してください。

大学では、学校保健安全法に基づき、「定期健康診断」を前年度の３
月末頃と４月の２回に分けて実施しています。全学生が毎年受診する
義務があり、大学で受診できなかった場合には、最寄りの保健所か医
療機関で受診し、診断書を提出していただくことになっています（個
人で受ける健康診断の費用は個人負担になります。）。

健康診断は、病気や身体の異常を早期発見できるだけでなく、自分
自身の健康を客観的に把握し、日常生活を見直すきっかけにもなりま
すので、必ず受診していただきますようお願い申し上げます。

保健室では、随時健康相談を受け付
けています。必要に応じて医療施設や
専門医の紹介もしていますが、毎週水
曜日の14時から16時には、学校医によ
る健康相談も実施しています。病気や
身体的な悩みの相談はもちろんのこと、
保健衛生の知識や栄養に関することま
で、また専門的なことから素朴な疑問
にまでどんなことでも遠慮なく相談し
てください。また、保健室では、学校
医の協力の下、ニコチンパッチを配布
するなどの禁煙支援にも力を入れてい
ますので、禁煙したいけれどもなかな
かうまくいかないとお悩みの学生さん
はぜひご利用下さい。

2014年度は、３月29日㈯、４月７日㈪・８日㈫に予定しています。なお、
日程については、他の行事とのかね合いで変更することがありますので、
詳細は、１月末頃には学内掲示板、UNIVERSAL PASSPORTを通じてお
知らせしますのでご確認下さい。健康診断の項目は、胸部レントゲン間
接撮影・尿検査（糖、蛋白、潜血）・血圧測定・医師診察・身体測定（身長、
体重、視力）・色覚検査（希望者のみ）となっていますが、学校医が必要
と判断した学生には、５月中頃に胸部レントゲン直接撮影・血沈検査・心
電図検査を別途実施します。
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バ
ー
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ

り
、
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方

を
学
び
、
地
域
に
お
け
る
追
大
生
の

存
在
感
を
高
め
、
結
び
つ
き
を
強
化

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

■�

新
年
度
履
修
に
む
け
て
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
１
月
中
旬
に
実
施
予

定
で
す
。

詳
細
は
、
学
生
が
日
常
活
用
し
て

い
る
本
学
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
Ｌ　

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

■�

２
０
１
４
年
度
か
ら
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

本
学
で
は
正
規
の
授
業
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

従
来
、
３
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
４
年
度
よ

り
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
」
と

し
て
２
年
生
に
も
拡
大
し
ま
す
。

春
学
期
開
講
の
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
基
礎
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
く
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
就
職
活
動
に
も
必
要
な
知
識
と

し
て
、
職
業
理
解
や
業
界
研
究
の
方

法
を
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

習
先
の
具
体
的
な
探
し
方
や
履
歴
書

の
書
き
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
の

ス
キ
ル
を
修
得
で
き
る
よ
う
授
業
内

容
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
か
ら
の
紹
介
企
業
だ

け
で
は
な
く
、
主
体
的
な
学
生
を
育

む
た
め
に
自
ら
実
習
先
を
見
つ
け
て

実
習
に
行
く
こ
と
も
推
奨
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

■�

新
規
科
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

始
動
し
ま
す

地
域
社
会
や
企
業
、
大
学
等
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
た

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
実
社

会
で
求
め
ら
れ
る
課
題
発
見
・
企
画

立
案
能
力
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
力

な
ど
の
総
合
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
新
規
科
目
を
開
設
し
ま
す
。

学
部
・
学
年
を
横
断
し
た
メ
ン
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資格サポートコーナー
オープンのご案内

There are many ways
to learn English.
Find YOUR best way at E-CO.

2014年４月より、資格取得担当窓口「資格サポー
トコーナー」が、１号館１階就職センター内にオー
プンいたします。
資格サポートコーナーでは、大学４年間の中で効
率よく資格取得を目指せるよう、専任のスタッフが
学生個々にあった相談を行います。また、学内にお
いて比較的安価なエクステンション講座をご案内す
るだけでなく、各種検定試験のご案内や申込受付も
行っております。

■講座ラインナップについて
2014年度は20種類の講座の実施を予定しております。
詳細は、４月に配布する「資格対策講座の案内（仮
称）」もしくは本学ホームページ（４月以降開設）
をご覧下さい。
就職活動時の自己アピールにはもちろん、社会人
として必要とされる知識やスキルを早期に身につ
け、活躍の幅を広げていただくためにも、保護者の
皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

■開講講座の特徴
学内での受講
講座は一部を除き学内で開講するため、移動する
時間や手間、また交通費の負担なども必要とせず少
ない負担で学べます。
初心者でも安心
どの講座も基礎からしっかり学ぶため、講座に関
する予備知識がなくても無理なく講座についていく
ことができます。
専門学校と連携
提携する専門学校の講師が指導するため、講座の
質が高く、効率の良い勉強法や試験の最新情報につ
いてのアドバイスなどももらえます。
直前対策＆模試
より多くの受講生が合格ラインに近づけるよう、
模擬試験や答練を講座に組み込んでいます。また、
試験前には直前対策を徹底的に行います。
試験にあわせた日程
学んだことを忘れずベストな状態で試験に臨める
よう、講座はどれも試験直前に全日程が終了するよ
うスケジュールを組んでいます。
格安な受講料
開講する講座は全て学外で受けるよりも安価な値
段で受講できます。

　E-COの使命
E-COの目標は追手門学院の学生の
・言語学習力
・�英語力とコミュニケーション力
・�グローバル人材としての意識を育てるためにサポートをする
ことです。
そのため次のことを提供します
・�学生がリラックスして英語で交流することができる環境
・�学習方法についての講座、ワークショップ、学習サポートサー
ビス
・英語学習教材と学習設備
�　E-COは追手門学院の関係者全員のための施設です。教職員
の方々もぜひご活用ください。
　E-COの学習サポートサービス
�E-COでは下記の学習サポートサービスを提供しています
アドバイジング
�　英語を勉強したいけど学習方法が分からない学生に対しアド
バイスセッションを行います。英語力の向上や効果的な勉強方
法が見つかるようサポートします。
英語練習
�　20分間のセッションで先生と会話・プレゼンテーションなど
の練習ができ、課題、エッセイのお手伝いが受けられるサービ
スです。
コーヒートーク
�　少人数で行なわれる自由な会話の時間です。全員でひとつの
トピックについて話す時間も設けています。

E-CO （English Café at Otemon）は英語でおしゃべりをした
り、勉強したりできる快適な英語のスペースです。
E-COスタッフの目標は、みなんさんにE-COを利用してもら
い、英語を身近に感じてもらうことです。
E-COはあなたが作るあなたのための英語学習スペースです。
E-COですることはすべて自分で決めることができます！
英語の学習方法はひとつだけではありません。そのため、
E-COでは、様々な学習スペース、教材と設備を提供します。
あなたの学習スタイルは何ですか？自分流の学習スタイルを
E-COで探してみてください。

E-COの先生やラーニングアドバイザーがあなたの英語学習
をサポートします。
是非E-COの先生に学習相談してみませんか？

We're looking forward to 

meeting you!Our staff are here to 

support you.
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管　

財　

課

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た

■�

追
手
門
学
院
大
学
創
立
50
周
年
記

念
講
演
会
兼

　

第
６
回 

文
章
表
現
コ
ン
ク
ー
ル

　

�「
青
が
散
る
」A

w
ard 

授
賞
式
典

記
念
講
演
会

会 

場　

�

追
手
門
学
院 

大
阪
城
ス
ク

エ
ア

月 

日　

２
０
１
４
年
２
月
１
日
㈯

プ
ロ
グ
ラ
ム

◦
第
１
部
「
青
が
散
る
」A

w
ard

　

13
時
～

　
　

�「
青
が
散
る
」A

w
ard 

授
賞
式

典
及
び
朗
読
会

◦�

第
２
部 

記
念
講
演
及
び
鼎
談

　
「
新
し
い
大
学
を
ど
う
み
せ
る
か
」

　

～
ア
ー
ト
の
世
界
か
ら
の
提
言
～

　

15
時
～
16
時

　
　

講
演　

北
川
フ
ラ
ム
氏

　
　

�（�

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３　

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

16
時
～
17
時

　
　

講
演　

�

蓑 

豊
氏

　
　
（�

兵
庫
県
立
美
術
館
長
）

　

17
時
～
17
時
30
分

　
　

鼎
談　

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

小
畑
力
人

　
　
（
追
手
門
学
院
大
学
社
会
学
部
長
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

追
手
門
学
院
大
学
教
育
研
究
所

　
　

０
７
２

－

６
４
１

－

９
６
５
９

■
学
位
授
与
式

日 

時　

２
０
１
４
年
３
月
24
日
㈪

	
�

10
時
30
分
開
式

	
�（

10
時
ま
で
に
入
場
）

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学 
体
育
館

■
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

日 

時　

２
０
１
４
年
３
月
24
日
㈪

	
�

16
時
30
分
開
始（
16
時
開
場
）

場 

所　

�

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

大
阪
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
城
公
園

駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

■
入
学
式

日 

時　

２
０
１
４
年
４
月
１
日
㈫

	
�

10
時
開
式

	
�（

９
時
30
分
ま
で
に
入
場
）

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学 

体
育
館

■
教
育
後
援
会
新
会
員
歓
迎
会

日 

時　

�

２
０
１
４
年
４
月
１
日
㈫

	

入
学
式
終
了
後

場 

所　

追
手
門
学
院
大
学

	

６
号
館
優
駿
ホ
ー
ル
他

■「
桜
の
縁
」（
お
茶
会
）

日 

時　

２
０
１
４
年
４
月
１
日
㈫

	

新
会
員
歓
迎
会
終
了
後

場 

所　
「
松
籟
庵
」
及
び

	

「
将
軍
山
会
館
」

お
知
ら
せ

フロア図

１階
トレーナー室

エントランス
ホール

女子更衣室

女子シャワー室

WC（W）

ケア室

更衣室

下足
コーナー

ミーティング
ルーム

UP

EVルーム
HCWC

ポンプ室

PSEPS

面談室

自動販売機
給湯室

シ
ャ
ワ
ー
室

３階

DOWN

男子シャワー室

WC（M）

PSEPS

EVルーム

男子更衣室

倉庫（1）

倉庫（2）

トレーニングルーム２

PS

２階

UP

DOWN

PSEPS

EVルーム
ラウンジ

インストラクター室

トレーニングルーム１

PS

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
強
化
や
学
生

の
体
力
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を
目
的

と
し
た「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

が
、
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
南
側
に
建

設
し
、
鉄
骨
造
地
上
3
階
建
、
延
床

面
積
は
約
８
０
０
㎡
で
す
。
2
・
3

階
は
ガ
ラ
ス
張
り
と
し
室
内
を
明
る

く
演
出
し
て
い
ま
す
。
１
階
に
は
ト

レ
ー
ナ
ー
が
常
駐
し
、
2
階
は
ダ
ン

ベ
ル
や
バ
ー
ベ
ル
を
使
う
ウ
ェ
イ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、
3
階
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
や
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
を
設
置
し
た
有
酸
素
運
動
ゾ
ー
ン

で
す
。

本
学
で
は
今
年
４
月
に
強
化
ク
ラ

ブ
と
し
て
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
と
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
が
選
手
た
ち
の
能
力
向
上
の

一
助
と
な
り
、
近
い
将
来
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
や
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
」
の
選
手
の
誕
生
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

利
用
開
始
は
来
年（
２
０
１
４
年
）

１
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２階：ゴムマット床 ３階：フローリング調シート床 トレーニングセンター外観
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平
素
は
大
学
の
発
展
に
ご
協
力
ご

支
援
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
は
、
３
年
後
の

２
０
１
６
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。

大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
目

的
の
中
に
「
学
生
・
保
護
者
の
満
足

度
を
上
げ
る
」、「
学
生
が
生
き
抜
く

力
を
備
え
た
教
育
を
提
供
す
る
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
軸
事
業
と

し
て
、
教
学
の
充
実
を
旨
と
し
た
新

学
部
設
置
や
出
版
会
設
立
、
本
学
の

教
育
目
標
の
一
つ
で
あ
る
自
校
教
育

に
役
立
つ
50
年
史
の
制
作
な
ど
様
々

な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、
地
域

連
携
事
業
な
ど
募
集
戦
略
を
意
識
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
自
校
教
育
の
講

演
会
を
11
月
28
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
茨
木
観
光
マ
ッ
プ
（
茨

木
ま
ち
め
ぐ
り
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）
を
12

月
に
制
作
、
茨
木
市
内
高
等
学
校
７

校
に
よ
る
「
新
春
吹
奏
楽
の
祭
典
」

を
来
年
の
１
月
11
日
㈯
に
茨
木
市
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
年
４
月
よ
り
大
学
創
立
50

周
年
記
念
事
業
募
金
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
募
金
は
、
教
育
環
境

の
充
実
な
ど
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
方
に
は
、
税
額
控
除
制
度
と

所
得
控
除
制
度
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

一
方
の
免
税
措
置
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
総
務
課
（
創
立
50
周
年
記
念
事

業
事
務
局
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

大学創立 50周年記念事業について

50周年記念グッズの販売をはじめました大学
創立

─ 2016 年に創立 50 周年を迎えます─

グッズ一
覧

お問合せ
学校法人 追手門学院 法人事務局 総務課（大学創立50周年記念事業事務局）
〒567-0008 大阪府茨木市西安威 2 丁目 1 番 15 号 TEL：072-641-7441

①クリップセット（3 個入）
   360 円（税込）

ステンレス素材を使用したク
リップです。耐久性にも優れ書
類をしっかり挟むことが可能。
手帳や書類のインデックスにも
便利です。

②シャープペンシル
  各100 円（税込）
“支点スライドクリップ” つき
で、手帳やノート・書類の束
など厚いものでも挟むことが
可能。消しゴムつきです。
【軸色】白ピンク・白青

⑤USBメモリ（４GB）
    1,200  円（税込）
回転式のキャップで無くすこ
となく安心。ストラップもつ
いています。
【色】シルバー

⑦マフラータオル
  各 650 円（税込）
今治タオルを使用した肌ざわりの
良い、マフラータオルです。
（サイズ：215mm × 1100mm
【色】濃いブルー地・オレンジ地

⑧オリジナルT シャツ（M・L・XL）
  各 1,300 円（税込）

しっかりした厚い生地にしっかりしたこだわりの縫製を施したハイグレード
T シャツです。
・Mサイズ   【色】ピンク・ネイビー
（サイズ：身丈 68cm・身巾 50cm・肩巾 43cm）
・L サイズ    【色】白・黒・ネイビー
（サイズ：身丈 71cm・身巾 53cm・肩巾 46cm）
・XLサイズ  【色】黒・ネイビー
（サイズ：身丈 74cm・身巾 56cm・肩巾 49cm）

③ボールペン
  各 100 円（税込）
“支点スライドクリップ” つき
で、手帳やノート・書類の束
など厚いものでも挟ことが可
能です。
【軸色】白ピンク・白青

⑥マグカップ
  700 円（税込）
岐阜県土岐市の陶器工場で制
作した、日本製のマグカップ
です。
（サイズ：高さ 91mm ×
直径 78mm）

④2色ボールペン＋シャープペンシル
  1,000 円（税込）
0.7mm 黒・赤油性ボールペン（回転式）と 0.5mm シャー
プペンシル（回転ノック式）の 3 機能を内蔵。プラスチッ
クケース入りです。（本体サイズ：14.5mm×141.8mm） 
【色】グレー

⑨オリジナルネクタイ  各 2,500 円（税込）
シルクを 100％使用した日本製のネクタイです。50 周年記念ロゴマー
クをストライプ柄の中と裾に入れました。裏にはオリジナル織ネーム
がついています。
（サイズ：大剣幅 85mm ×長さ 1450mm）
【色】ストライプ柄：ネイビー・ワイン、
　　 マルチストライプ柄：ネイビー・ワイン

（写真はMサイズ・ピンクです）

ストライプ柄

裏面

マルチストライプ柄

ピンクネイビー黒白

お買い上げいただいた
先着100名様に

「オリジナルステッカー」
を差し上げます。

変わるもん、おうてもん。

①①
 

④2色ボールペン＋シャ
⑤
 
回
と
い
【

⑦
 各
今治
良
（サ
【色

（写真はMサイズ・ピンクです）

ライプ柄マルチストラプ柄ストライプ

②②

“支
で
な

束
が

支
で
な
能
【軸

③③③
各各

“支
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